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令和４(2022)年度 

「基盤研究（Ｃ）」及び「若手研究」における独立基盤形成支援（試行） 

独立基盤形成計画調書作成・記入要領 
 
 
 独立基盤形成計画調書は、独立基盤形成支援（試行）の交付を申請しようとする者が、公募要領に基づいて
あらかじめ当該計画に関する内容を記入し、独立行政法人日本学術振興会（以下、「日本学術振興会」という。）
宛て提出するものであり、日本学術振興会の科学研究費委員会における審査資料となるものです。 
 ついては、下記の点に留意した上で、誤りのないように作成すること。 
 なお、科学研究費委員会における審査の結果、採択された場合には、追加交付内定の通知が行われ、この通
知に基づき変更交付申請書を提出し、計画等が適正と認められた場合に科研費が交付されることになります。 

 

記 
 
総 表  
 
【支援対象者一覧】 

 応募する支援対象者について、氏名、所属部局、職名、研究種目、課題番号を記入すること。なお、「課題

番号」欄には、今回の支援対象者の要件となる令和４年４月１日現在で研究代表者として新規に採択された「基

盤研究（Ｃ）」又は「若手研究」の課題番号を記入すること。 
また、複数の支援対象者がいる場合は、左欄の「優先順位」に対応する者の順に記入すること。 

 
 
個票１ ※支援対象者ごとに１頁以内で作成すること。 
 
１． 支援対象者の要件確認 

公募要領に記載された支援対象者の要件について、所属する研究機関において確認した項目のチェックボ

ックスにチェックを入れること。（応募に当たっては、全ての項目にチェックが入ることが必須となります。） 
 

２． 研究基盤整備の目的・必要性・取組内容 

当該支援対象者に対して、所属する研究機関が実施する研究基盤整備の目的、必要性、取組内容について、

当該支援対象者の希望に基づき、当該支援対象者と協力して簡潔に記述すること。 
 
 
個票２ ※支援対象者ごとに１頁以内で作成すること。 
 
３． 研究基盤整備経費の内訳 

当該支援対象者に対して、所属する研究機関が実施する研究基盤整備経費の内訳について記入すること。

（小計欄、総計欄には合計金額を自動算出する数式が設定されていますが、行が足りない場合は、適宜行

を挿入して作成すること。） 
なお、「研究基盤整備（Ⅰ）」と「研究基盤整備（Ⅱ）」の合計金額が３００万円以上であることを確認

するとともに、「研究基盤整備（Ⅰ）」について、１５０万円を上限として、当該研究課題の遂行に直接

必要な経費であり、直接経費から支出可能であることを所属する研究機関において確認のうえチェックボ

ックスにチェックを入れること。 
「科学研究費助成事業における審査及び評価に関する規程」第10条(4)に基づき、配分額は10万円単位

（10万円未満切り捨て）となります。 
個票１、２ともに支援対象者氏名欄に記入漏れがないよう御注意ください。 


